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・発 達 の 多 様 性 に つ い て 一 生
．
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　発 達 とは 通常 ヒ トの 機能 的 な成 熟 の 過程 を意 味 し て

い る 。そ の 正 常 な過 程 に は 個体、生活環境、時代、文

化な ど に よ っ て、自ずか ら多 くの 変異 が 現れ、い わ ゆ

る 境界領 域 と の 差 異 を不明瞭 に して い る 。

　従来、発達 理 論 の 研 究 者 と し て は 、Gese11，Piaget ，

Eriks。n な ど多く の 研究者 が知 られ て い る。しか し、

彼 らの 理 論 の 多 くは観念 的な 要素が 強 く、何 よ りも問題

とす べ き は 、対象 と な っ た 子 ど も は コ
ーカ サ ス 系人種が

主 体で あ り、わ れ わ れ とは 異 な っ た文化 圏 に属 して い る

こ とで あ ろ う。口本 人 の 子 ど もを対 象 と し た 発 達理 論 の

具 体的研究 は 田中 昌人 らに優 れ た もの が あ る。

しか し、急速 に 変貌 を遂 げ る 日本の 現代社会に 適合 し、

保 育、幼児 教育、義務 教育、生涯 教育 な ど の 実 情 に 応 え る

研究成 果 は決 して 多い とは い え な い 。こ の よ うに 凵本 人

に 適合 し た 発達理論 の 研究は 緊急 の 課題 あ りなが ら、的

確 な解答 は ま だ得 られ て い な い こ と も事 実で ある 。

　 わ れ わ れ は、口本 人 の 子 ど もの 集団の 発達 を こ こ で 再

び縦断 的に観察 す る こ と か ら研究 を始 め たu 今 回 は そ

の 中間的な 成果 に つ い て 報告 し、諸兄姉 か ら貴重 な啓

示 を受 けた い と考 え て い る 。

1。目的 ：

　   発達 の 正 常範 囲 とは 何 か。  正 常 な 出産 で 生 まれ

た 子ど もが ど の 程 度 発 達 の っ ま ず きを示 すか。  経 年

的 な発達 変化 の 様 相。

　 上記 が大 きな研 究 目的 で あ る が 、次の よ うな現 実 的

な 問題 の 解 決 の 模索 も2次 的な 目的 と した。

　   注 意 欠 陥・多動 障害 （従 来の 微細脳 障害症候 群 と ほ

ぼ 同じ）の 類似症 状の 発生率、症状発現 の 時期 、対策。

  学習 障害 （知 能正 常）の 発生 率、症状 発現 の 時期、対策、

注 意欠 陥・多動障害 と の 関係。  現在 保健所を 中心 に 行

わ れ て い る 乳幼児健康診査
・指 導で 何 が 必要 か。  生活

環 境 （家 庭、学 校 な ど）と発達 の 関ca，・t  反社会 行動 （非行

な ど）の 発生率 や対策 。  チ ッ ク、不登校、自閉 的 行 動 、場

面緘黙な ど の 問 題。

2。対 象 ：

　朿京都 内の 総合 病 院産婦人科で 正常分娩で 生 ま れ、満

期産（妊娠耳了
・41週 ）で 正 常 体 重 （2，500題以 上 ）の 子 ど も

152名（生 後6か 月時点 ）。当然、仮死分 娩 は 除外 した。

生後 1か 月 の 時 点で 神経 学的 に正 常 で 、発達心 理 学的 に

も問題 の な い もの を選 ん だ （表 参照 ）。

3．方法 ；

　第 玉期 と して 出生 よ り6歳 の 小学校入学 ま で と した 。

6か 月毎 の 来 所 を 義務 づ け、次 の 手続 きを ζった 。  神経

学 的 診 察，  発達 心 理 学 的 観察。  新版K式発達検査 （ビ

デオ に 録画 ）。  Carey気質検査 。  母親 と の 面接 （医学

的・心理学的な相談、指導 な ど）。  親 と研究 グ ル ープ と

の コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン （毎 回来所者全員 に 個別 の 発達

メ モ を検査 者が 必 ず 記 入 して 渡す、電謡 に よ る悩 み 相

談、6か 月毎の 通信《あ ゆ み 》の 送 付、追 跡 終 了 時 に は 修

了証書 を渡 す な ど ）。

　来 所時の 検 査・面接の 順 序 は 遊 び→発達検査→問診

→神 経学 的診察と した （図 参照 ）。

　第2期 と して ．．時 的に 発達 の つ ま ずきを示 した 群 に 対

して は小学校卒業 ま で 追跡す る。同時に 正常 な 発達 の 対

照濤 も選 び協力 を 依頼 する 。

4。結果 ；

　第 1期の 結 果 に っ い て の報告 で ある。  生後3年間以上

追跡 で き た もの は 104例 あ り、6年 間追跡 で き る もの は約

9G例 と な る予 定 で あ る 。  生 後 1か月 時に 全 く発 達上 の

問題 な しと診断 した 対象群か ら6年 間経 過 後精神発 達

遅滞 1例 （6か 月 時 DQIM ，2歳 時 DQ71 ，3喝 歳 時DQ60

・70，，tr一後 2年 で 確 定、2歳6か 月］時発達 の 遅 れ を親 に 告知 ）。

  多動傾 向 （注意欠陥・多動 障害 と は い え な い もの 。発 達

指数は 正 常範 囲内 に あ りな が ら、一時的 に 他児 と比 較 し

て 行 動上著 し く落 ち着 きの なさ を示す ）7例 とな った 。

発生 率4・7臨   子 ど もの 発達 相談 で 最 も多 い 項 日と して

は、従来 の 乳幼児健康 診 査 の 報 告 と 同 じ く 、身体発 育 の

遅れ、苫葉 の 遅 れ、指 し ゃ ぶ り、運 動 発達 の 遅 れ 、排泄、
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チ ッ ク、偏食、登 園拒否、き ょ うだ い ・と もだ ち 関係な ど

で あ っ た。  母親 自身 の 相談 で は 育児上 の 悩 み （育児 不

安、仕事 と の 両立 ）、家庭 内の 精神 的 な悩 み （夫 や 夫の 両

親 の 問 題 な ど）を 訴え る こ とが 多 く、家庭 の 現 代 像 を反

映 して い た。また こ の よ うな枳談 に よ っ て 母 親 は全般 的

な 家庭驫 活 の ス トレ ス を解消 し、育 児の 自信 を深 め ら

れ た こ と が面 接 調 査 か ら も明 ら か と な った 。  医師 へ

の 相 談 は、て ん か ん 、頭が 大き い 、筋 緊張 低
．
ド、皮庸 の あ

ざ、停留睾丸 、包茎、ぜ ん そ く、ア トピー性皮膚炎、予防

注射 な どの 質問が 見 られ従 来 の 報 告 と
一

致 し て い た。

　以上 の 結果 か ら、心 理 相談 と 医療相 談 は育児行動 と

家庭環 境 の 調整 に と って 重 要 で ある こ とを 再確認 させ

られ る こ と と な った。

5。ま とめ ；

　  子 ど もの 発 達 の 判定 に は 6〜12か 月以．．Lの 追跡期 間

が 必要で あ る。  発 達 の正 常範 囲は か な り の 幅を も つ

と思 われ る。  軽度 の 発達遅 滞や 行動障害な ど を乳幼

児 期 に 疑 う に は 、綿 密 な行動観 察 と 発達診 断を 6か 月以

上継続 す る必 要が あ る 。

《表 》発達 の 縦 断的追跡 の 対象 児数

　 年齢 　　　 対象児数

0歳6か 月

1 ： 0

ユ　 62

　 u2

　 63

　 03

　 64

　 04

　 65

　 0

152（男 ：77・女 ：75）

］26　（　62　；　64　）

114　（　58　；　56　）

ll1　（　56　；　55　）

107　（　52　：　55　）

104　（　51　：　53　）

1G工　（　50　；　51　）

99　（　50　r　49　）

95　（　48　二　47　）

93　（　45　：　48　）

？
　 ／ 　 　＼　 　　　　 　　　 母 親

厘

《ゆ X 所 時 の 鰰
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